
他人に共感することができない。

悲しみや悲哀を感情を味わったことがない。

他人に対して興味がない。

執拗で他人を許さず、冷たい合理性を持っている。

冷淡で他人の苦しみに無関心.

他人に対して肯定的な感情を示すことができない。

他人を軽蔑している。

無責任ですべて他人のせい。

自分の身代わりとして、他人にすべての責任を押しつける。

他人からの攻撃を異常に恐れる。

何でもない出来事を自分に対する悪意の結果だと解釈する。

ストレスを相手を苦しめることで解消している。

自分が善で、他人を悪して考える。

他人の悪意が自分に向けられていると不信感を抱く。

自分が偉くて、重要人物だと思っている。

成功して権力を持てる幻想を持ち、その幻想に限度がない。

いつも他人の称賛を必要としている。

すべてが自分のおかげだと思っている。

他人を羨望することが多い。

他人が自分よりも幸福であることが許せず、破壊したくなる。

自尊心が強く、他人に対して優越感を持っている。

人間関係のなかで相手を利用することしか考えない。

相手を服従させ、屈辱を与えることができると喜びを感じる。

他人は自分の思い通りに物を考え、行動しなければならない。

魅力的で自分を脅かす存在をコントロールしたい。

相手に失望すると悲しみの代わりに怒りや恨みを感じる。

他人への恨みが消えず、長期的に持ち続ける。

思い通りにならない人を排除したい。

自分が依存したいのに、他人が依存しているように見せる。

悪意を向けるターゲット以外には、感じのいい人である。

相手をコントロールし自分を被害者に見せる。

規制の網をくぐり抜けることに喜びを覚える。

相手を魅力を用いて支配しようとする。

世間からは常識のある人だと思われている。

人によって態度を変えて接する。

C

D

E

設問に
該当なら
◯を記入

左枠の
◯の数を
記入

左枠が
４以上なら
◎を記入

A

B

傾向チェックシート（設問）

設問分類
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A ◎ A ◎ A ◎ A ◎ A ◎
B ◎ B ◎ B ◎ B ◎ B ─
C ◎ C ◎ C ◎ C ─ C ─
D ◎ D ◎ D ─ D ─ D ─
E ◎ E ─ E ─ E ─ E ─

冷淡性

A：

B：

C：

◎

他者に共感できな
い冷淡性

防衛的で他責思考
の無責任性

優越と称賛を求め
る自己愛性

他者を操り執着す
る支配性

狡猾で印象操作す
る偽装性

偽装性

支配性

自己愛性

無責任性 ◎ ◎

◎ ◎

◎◎

◎◎◎

感情で権力を利用

隠匿支配権力型 支配権力型 感情権力型

スモハラ、スメハラ

権力を使って高圧的に
追い詰める。長期的に屈
服させる

権力を使って高圧的に
追い詰める。短絡的なこ
とも多い

◎◎

◎ ◎◎

パワハラモラハラ

権力を使い精神的に追
い詰める。時間をかけて
狡猾に支配するため周
りが気づきにくい

権力を利用して支
配

権力を利用して狡
猾に支配

D：

E：

立場利用型 無神経型ハラスメントタイプ

説明

特徴

例

無神経に行動して
困らせる

自分の立場を利用

自分の立場や社会的風
潮を利用して相手を困ら
せる

相手の気持ちを考えず
に困らせる。悪気がない
ことも多い

カスハラ、逆パワハラセクハラ、マタハラ

◎パターン④ ◎パターン⑤

ハラスメ
ントしな

い

ハラスメン傾向分析シート（解説）

該当する
パターンなし

◎パターン① ◎パターン② ◎パターン③

各種ハラスメントタイプは、対象の性格適

性（縦列）すべてに該当した場合のみハ

ラスメント傾向ありとなります。また、ハラ

スメントの絶対条件は「他人を困らせる嫌

がらせ行為」であるため、他者に共感で

きる人（冷淡性が低い人）の場合は、どれ

だけ他のハラスメント性格適性が該当し

てもハラスメント傾向なしとなります。

ページ１の

◎を参照
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